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「きらめきＮＥＴ」はインターネットを利用して、生涯

学習センターの各室の空き情報の照会や利用申込が行える

システムです。インターネット接続をしている家庭のパソ

コンや、市内公共施設に設置している街頭端末から利用で

きます。

利用者登録
「きらめきＮＥＴ」を利用するには、あらかじめ利用者

登録が必要です。センターで利用者登録申請書など登録に

必要な書類一式を受け取ってください。書類に必要事項を

記入し、口座振替申込書に金融機関の承諾印を受けてから、

あわせてセンターの窓口に提出してください。後日、利用

者登録カードとハンドブックをお渡しします。

個人登録する場合は、身分証明書（健康保険証、運転免　

許証、住民票の写しな　

ど）の提示が必要です。

団体登録の場合は、代

表者の身分証明書、団

体組織規則、構成員名　

簿が必要です。未成年

の利用の場合は、保護　

者の同意が必要です。

申込と抽選
「きらめきＮＥＴ」の抽選は、抽選日の前月20日から月

末までにインターネットで申し込んだ方を対象に、毎月1

日に行います。抽選の参加申込の対象月は、抽選日の2カ

月後（多目的スタジオは3カ月後）の月です。当選してい

る場合は、利用確定を2日～10日に行ってください。抽選

での申込がなかった各室は、2日から申込が可能です。そ

のほかの区分は、11日～利用当日に先着順で申込を受け付

けます。

生涯学習センター

利用申込は「きらめきNET」で
生涯学習センターの「きらめきＮＥＴ」は昨年11月にスタートし、すでに多くの

市民が利用しています。センターへ出向かなくても、自宅からセンターの研修室やス

タジオなどの利用申込ができるので、大変便利です。

皆さんも「きらめきＮＥＴ」を使ってみませんか。

詳細は、http://www.kira.city.ibaraki.osaka.jp/

施設予約のページをご覧ください。

利用申込の画面

使用料は金融機関での口座振替となり、利用月の翌月20

日に、1カ月分がまとめて引き落とされます。引き落とし

が土・日曜日、祝日にあたる場合は、その翌日となります。

取扱金融機関は、りそな銀行（全店）、三菱東京ＵＦＪ銀行

（全店）です。
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「きらめきＮＥＴ」利用者登録カード
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西鶴・芭蕉・近松が活躍した元禄時代の文化とは、どのよ

うな文化だったのですか。

上方が一番いきいきしていたのが、江戸時代の前半、中

でも寛文から元禄時代です。上方は経済の中心で、天下の

台所と言われたように全国の物産が入ってきました。文化

も大いに栄え、京都の文化を吸収しながら、躍動感あふれ

る人間的な上方文化を築きました。上方は、江戸に比べて

武士の人口が少なく、その分、身分へのこだわりも少なか

ったようです。町そのものに自由な雰囲気がありました。

西鶴・芭蕉・近松の作品に共通するものはありますか。

庶民の生きざまを描いているという主題は共通している

と思います。上方は、身分へのこだわりが少ないといって

もやはり封建社会ですから抑圧はあります。身分制度や家

族制度などさまざまな制度の中で生きる人々の心を、西鶴

は浮世草子で、芭蕉は俳諧で、近松は浄瑠璃・歌舞伎で表

現しました。

講座で取り上げたのは、西鶴は『好色一代男』『日本永

代蔵』、芭蕉は三つの紀行文、『おくのほそ道』『笈の小文』

『野ざらし紀行』、近松は『曾根崎心中』『天の網島』です。

三人とも、常に新しいことへの挑戦を怠らず、自分の思い

を表現しました。

作品の中に見られる三人の特徴とはどのようなものでしょ

うか。

芭蕉は、人間の本質を抜き出そうとしました。いろいろ

な生き方の中で共通している部分を抜き出し、それを抽象

化して短い言葉に表しました。反対に西鶴は、現実に迫っ

ていきます。作品が具体的、個別的で、一人一人の心の違

いまで描こうとしています。近松は、その中間でしょうか。

物語は現実的ですが、話の内容はその典型を取り上げてい

ます。世話物、その中でも心中物の世界は多くの男女の共

通した思いだったでしょう。近松は演劇ですから、西鶴や

芭蕉とはまた違った苦労があったと思います。

上方文化と江戸文化の違いを教えてください。

上方文化は江戸へと広がっていきました。二つの文化を

比べると、江戸の方が専門的に思えます。例えば浮世絵に

しても、江戸ではプロの絵師が中心です。江戸はお上によ

っていろいろな文化が保護されていたのです。上方文化は

どこか素人っぽい感じがします。はじめはみんなで作り上

げ、やがてその中からプロが生まれて、洗練されてくると

いうのではないでしょうか。

茨木市に、この三人にまつわる場所がありますか。

山手台公園の近くに、「おさん茂平」の碑があります。

これは、西鶴の『好色五人女』や近松の『大経師(だいき

ょうじ)昔暦(むかしごよみ)』の中に出てくる主人公の名前

で、不義密通の疑いをかけられた二人が死地を求めてさま

よい、ついに心中するという実際の事件をもとに作られた

話です。この辺りは、もともとは山林でした。清阪街道は

その中を通り亀岡に続いていますので、実際に二人が通っ

た可能性があるのかもしれません。この碑に、心中などで

死ななければならなかった人を鎮魂する、後世の人々のや

さしい心が感じられます。

生涯学習センター きらめき　文化講座

～江戸時代の三大文豪の傑作を楽しむ～

生涯学習センター きらめきで現在開講されている文化講座の中に、「西鶴・芭蕉・近松と上

方文化」という講座があります。講座では、ほぼ同時代に生きた三人（井原西鶴、松尾芭蕉、

近松門左衛門）の文豪の作品を鑑賞し、上方文化とのかかわりを学習しています。

今なお多くの人の心に響く作品を残した三人の文豪について、講師の西島孜哉先生に話を聞

きました。

使用料


